
記録日付： 2014年 12月 6日

議事録

会議名：第４９回中四国学生剣道連盟理事会

日 時： 2014年 12月 6日 PM１時３０分より

場 所：広島県立総合体育館 Ｂ１Ｆ 中会議室

構成員：３６名

参加者：藤原崇郎、渡邉道徳、福井悦郎、榊 康守、草間益良夫、山神眞一、

村井慎治、石井博貞、廣畑栄三、矢野宏光、野中慧吾、安部一希、

城山太一、谷本悠樹、磯邉夏紀、菱川皓太、渡辺健史、井内香里、

寺内友章、三好恒平、小松良成、金築佳佑、中西なつみ、長 直樹、

山口真利佳、橋本遥果、三浦和紗（以下委任状により出席と見做す）、

三浦利雅、木原資裕、河内 泉、大城戸 功、境 英俊、竹内善一、

香川直己、宮本理幸、杉若剛志、古田千佳 以上３６名、

欠席者： ０名

オブザーバーとして、湯村正仁、宮川 健、近藤裕樹

上記の通り、全体の3分の 2以上の出席があった為、本会議は適法に成立した。

野中慧吾幹事長を議長として議事が進められた。

記 録

氏名：安部一希

E-mail： info@chushi.xsrv.jp（不明点はこちらへ）

開会の辞

開会に先立ち平成２６年１１月１７日にご逝去なさった顧問の宮近幸逸先輩へ哀悼の意を

表し、黙祷が行われた。

藤原会長が開会の辞で、前会長の湯村会長には長らく先導され、これまで順風にきていると

述べられ、また今後は自らが先導していきたいとのお話があった。

Summary：

議題 1：第４８回理事会議事録確認

議題 2：全日学連「常任理事会」・中四常任幹事会報告

議題 3：全剣連剣道有功賞について

議題 4：平成２７年度試合日程について

議題 5：次回リーゼミについて

議題 6：剣友剣道大会について

議題 7：その他



議事

1.第４８回理事会議事録確認

リーゼミの日程３月７日～９日に訂正し、第４８回理事会議事録を異議なく

承認した。

2.全日学連「常任理事会」・中四常任幹事会報告
報告者：青木亮祐・野中慧吾

平成２６年１１月１５日に大阪で全日本学生剣道連盟の理事会が行われた。

・専修大学剣道部員による不祥事並びに大会出場辞退届について報告があった。佐藤副会長より当該

不祥事についての現在の状況について説明がなされた。『不祥事発生時の対応内規（案）』について承認

された。不祥事が起きた際の対応方法について全日本内規と中四学連細則の整合性をチェックする必要

があり、必要であれば、細則の見直しをしていく予定であることが述べられた。

・平成26年度第20回全剣連剣道有功賞について、全日本学生剣道連盟関係者では、三名を推薦としたとこ

ろ、中四国連盟副会長渡邉道徳先輩の受賞が決まったことが報告された。

・平成２７年度のオープン大会については、１２月１９・２０日に宮城県で行われることが決定したこと

が報告された。

平成２６年１１月２日に広島で中四国学生剣道連盟の幹事会が行われた。

・第48回理事会で推薦された先輩連盟役員から就任承諾を得られ、幹事会で承認された。

・中四優勝大会の２部制の検討があったが、反対意見が多かったため現状のまま行うことが報告された。

・学生役員の改選が行われ配付資料の通り、選出されたことが報告された。

・県立広島大学庄原キャンパスから加盟申請があり、承認された。

・広島市立大学が連絡取れない状態にあり、部長先生と連絡が取れ、脱退の方向で調整中あることが報告

された。

3.全剣連剣道有功賞
報告者：野中慧吾

先程の全日本学生剣道連盟の報告でもあったように副会長渡邉道徳先輩が受賞されることが決定し、

明日開会式に於いて伝達する事になった。

4.平成２７年度試合日程について
報告者：石井博貞

・平成２６年度リーダーゼミナール

平成２７年３月７日～９日 国立江田島青少年交流の家

・中四国学生剣道選手権大会

平成２７年５月１７日又は３１日 松山大学御幸キャンパス・メインアリーナ（２月頃決定）

・西日本学生剣道大会

平成２７年５月２３日～２４日 福岡市民体育館



・中四国学生剣道優勝大会

平成２７年９月６日 岡山市総合文化体育館

・中四国学生剣道新人戦

平成２７年１２月１３日 広島県立総合体育館・武道場（申請中）

・中四学連剣友剣道大会

平成２７年１２月６日 愛媛県武道館

・平成２７年度の審判長を本多進一先輩に依頼していることが報告された。

・中四国における各種大会（新人戦を除く）の女子の試合時間については、全国大会に合わせて中四国の

大会も５分にすべきという意見が出されて、中四国の各種大会もこれに準ずる形で検討していくが決定

した。また、各大学の出場選手枠について再考するという案も出された。

5.次回リーゼミ企画案
報告者：谷本悠樹

・平成２６年度リーダーゼミナール

平成２７年３月７日～９日 国立江田島青少年交流の家

・指導講師 山神眞一先輩に決定した。

6.剣友剣道大会について
報告者：村井慎治・宮川 健

・第７回全日本学連剣友剣道大会について

岡山県桃太郎アリーナで平成２７年３月２２日９時３０分開会で行われることが報告された。

これから各地域で予選会が行われますが、平成２７年１月１７日を申込み締切としています。

大会前日は16時よりOB稽古会を行い、その後に岡山ロイヤルホテルで懇親会を行う予定であることが

報告された。大会の審判員は各県から５６名が選出されたことが案として報告された。

大会前日および当日は運営のために学生役員（前日３０名、当日５０名）に協力してくれるようにと

お願いがあった。

・第1６回中四学連剣友剣道大会（第2７回大森杯・広島学連剣友剣道大会）

全国大会の予選会として平成２６年１２月１４日に広島経済大学 石田記念体育館で行われる。

参加チーム１１５チーム（年々熟年の部が増えている今回２８チーム）

7.その他
・湯村正仁名誉会長より先日逝去された宮近幸逸先輩の葬儀について報告がなされ、ご遺族からの謝意が

あったことが報告された。

・中四国学生剣道新人戦の名称について藤原崇郎会長より、新人戦となっているのを新人大会と変更した

らどうかと提案があった。選手権大会、優勝大会というように新人戦だけ大会と呼ばないのはおかしい

という意見が出された。理事会としては中四国学生新人大会に変更するほうが良いとする案を次々回

幹事会で提案し学生の意見を聞いた上で次回の理事会で報告することとなった。

・中四国学生剣道連盟での次回オープン大会（平成２９年度）の会場使用申請を来年２月にしなければな

らない関係で広島開催を確認された。

・渡邉道徳副会長より剣道有功賞受賞決定に関して、理事会に謝意が述べられた。

・福井悦郎副会長から全日本大会で審判してほしい先輩には西日本審判講習会（全日学連）へ参加して



頂く必要がある。全日本大会審判員に派遣して欲しい先輩があれば、推薦して欲しい旨発言があった。

閉会の辞

藤原会長より、審判講習会、稽古会があるが大会当日まで皆が協力して欲しいとのお言葉があった。

以上の議事を終え、本会は午後１４時４８分、議長が閉会を宣言して散会した。

上記決議を明確にするため議事録をここに記す。署名人はこの議事録が正しい

ことを以てここに記名及び押印する。

平成 ２６ 年 １２ 月 ６ 日

中四国学生剣道連盟 第４９回理事会

署 名 人 山 神 眞 一

署 名 人 安 部 一 希

次回 MTG

日 時：2015年5月16日

場 所：松山大学御幸キャンパス・メインアリーナ・会議室


